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9.5 足場工 

 

1  適 用 

一般土木工事の構造物施工にかかる足場工に適用する。 

ただし、高さ 2ｍ未満の構造物には適用しない。また、鋼橋床版、砂防、ダム、5章 5.4.1 場所打

擁壁工（1）、6章 6.1.1 函渠工（1）、17章 17.1.1 橋台・橋脚工（1）等には適用しない。 

2  数量算出項目 

足場の掛面積を区分ごとに算出する。 

3  区 分 

区分は、構造物、工法とする。 

（1） 数量算出項目及び区分一覧表 

区分 

項目 
構造物 工 法 単 位 数 量 備 考 

足 場 ○ ○ 掛㎡   

注） 平均設置高さ「30ｍ以下」と「30ｍ超」に区分し算出する。 

 

（2） 構造物区分 

構造物ごとに区分して数量を算出する。 

 

（3） 工法区分 

工法による区分は、下表のとおりとする。 

工 法 設置場所 

単管傾斜足場 
構造物面が傾斜している箇所 

（勾配が１分以上） 

手摺先行型 

枠組足場 

構造物が垂直に近く（勾配１分未満）、 

設置面が平坦な箇所 

単管足場 枠組足場の設置が不適当な箇所 

注） 転落防止のための安全ネットは、構造物との距離が 30cm 以上の場合原則有りとする。必要ない場合は、明示

し区分すること。 

 

（4） 設置高区分 

設置高による区分は、下表のとおりとし、設置高さの平均が 30mを超える場合は、その設置高さ

を備考欄に明記すること。 

平均設置高さ 
Ｈ≦30ｍ 

Ｈ＞30ｍ 

◎ 平均設置高さ：Ｈ＝（Ｈ１＋Ｈ２）÷2 

 

 

 

 

 

  

Ｈ１ 

Ｈ２ 
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4  数量算出方法 

数量の算出は、「1章 基本事項」によるほか次の方法によるものとする。 

（1） 法枠工については、切土勾配が 1割 2分（40度）以上の場合に足場を計上するものとする。 

（2） 足場面積の算出例 

1） 足場工の計上範囲は、下図のとおりとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

2） 足場面積の算出は、次のとおりとする。なお、現場条件、構造物の構造及び施工方法等でこれ

によりがたい場合は、別途算出するものとする。 

 

5  参考図 

（1） 枠組足場 

 

①壁つなぎ  ⑥連結ピン  ⑪養生ネット 

②敷板  ⑦アームロック  ⑫幅木 

③建枠  ⑧ジャッキベース  ⑬安全ネット 

④筋違い  ⑨二段手摺  

⑤板付布枠  ⑩階段  

Ｈ
＝
2
ｍ
 

足場工範囲 
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（2） 単管足場 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

盛土部擁壁 

 １．足場工設置側が垂直に近い（勾配１

分未満）場合 

Ⅰ．標準（足場設置面が平坦） 

・・枠組足場 

Ⅱ．Ⅰが不適当な場合 

・・単管足場 

２．足場工設置側が傾斜している（勾配

１分以上）場合 

・・単管傾斜足場 

３．高さ（ｈ）が 2.0ｍ未満の場合は原

則として足場は計上しない。 

４．盛土部の石積、ブロック積は足場を

計上しない。 

５．足場工面積（掛㎡） 

Ｌ＝延長（ｍ） 

① 

単管傾斜＝h１×Ｌ 

枠組＝h２×Ｌ 

② 

単管傾斜＝h１×Ｌ 

枠組 or単管＝h２×Ｌ 

③ 

枠組＝h１×Ｌ＋h２×Ｌ 

④ 

（h３＜2.0ｍの場合） 

枠組＝h１×Ｌ＋h２×Σℓ１ 

（h３≧2.0ｍの場合） 

枠組＝h１×Ｌ＋h２×Σℓ１＋Ｎ× 

   （h３×ｂ） 

 Ｎ＝控え壁（扶壁）数 
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単管傾斜足場 
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④ 平面図 
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単管足場 
 or 
枠組足場 

1.2 

  

固定ベース 

布 

手摺 
 中さん 

腕木 足場板 

根がらみ 

筋違 

敷板 

建地 筋違 
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切土部擁壁 

 １．足場工設置側が垂直に近い（勾配１

分未満）場合 

Ⅰ．標準（足場設置面が平坦）。 

・・枠組足場 

Ⅱ．Ⅰが不適当な場合 

・・単管足場 

２．足場工設置側が傾斜している（勾配

１分以上）場合 

・・単管傾斜足場 

３．高さ（ｈ）が 2.0ｍ未満の場合は原

則として足場は計上しない。 

４．足場工面積（掛㎡） 

①②③ 

単管傾斜＝ｈ×Ｌ 

 

橋台 

 １．足場工設置側が垂直に近い（勾配１

分未満）場合。 

Ⅰ．標準（足場設置面が平坦） 

・・枠組足場 

Ⅱ．Ⅰが不適当な場合 

・・単管足場 

２．足場工設置側が傾斜している（勾配

１分以上）場合 

・・単管傾斜足場 

３．高さ（ｈ）が 2.0ｍ未満の場合は原

則として足場は計上しない。 

４．フーチング部についても高さ（ｈ）

が 2.0ｍ以上の場合は足場を計上す

る。 

５．足場工面積（掛㎡） 

① 

枠組＝｛2×(ｂ＋Ｌ）＋8.8｝×ｈ 

② 

（h２＜2.0ｍの場合） 

枠組＝｛Ｌ＋2×b１＋4.4＋2× 

(ℓ－1.0）｝×h１＋h１×b２ 

（h２≧2.0ｍの場合） 

枠組＝｛Ｌ＋2×b１＋4.4＋2× 

    (ℓ－1.0）｝×h１＋h１× 

    b２＋h２×b３×2 

③ 

単管傾斜＝ｈ１×Ｌ 

枠組＝（Ｌ＋2×b１＋4.4）× 

h２＋h３×b２ 

 

 

 

h １

 

 

① ② 

単管傾斜足場 
③ 

石積･ブロック積 

（切土部） 
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※盛土部では計上しない 
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橋脚 

 １．枠組足場を標準とする。 

２．高さ（ｈ）が 2.0ｍ未満の場合は原

則として足場は計上しない。 

３．フーチング部についても高さ（ｈ）

が 2.0ｍ以上の場合は足場を計上す

る。 

４．足場工面積（掛㎡） 

① 

枠組＝｛2×(ｂ＋Ｌ）＋8.8｝×ｈ 

②（埋戻を考慮しない場合） 

枠組＝｛2×(ｂ＋Ｌ）＋8.8｝×ｈ 

②（埋戻を考慮する場合） 

枠組＝{2×(ｂ＋L１）＋8.8｝×h１ 

＋{2×(ｂ＋L２）＋8.8}×h２ 

③（埋戻を考慮しない場合） 

枠組＝｛2×(ｂ＋Ｌ）＋8.8｝×ｈ 

③（埋戻を考慮する場合） 

枠組＝{2×(ｂ＋L１）＋8.8}×2× 

h１＋{2×(ｂ＋L２）＋8.8}×h２ 

④ 

枠組＝｛4×(b１＋b２）＋17.6｝ 

×ｈ 
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① 側面図 ① 平面図 

②(埋戻を考慮しない場合) 
   平面図 
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L 

②(埋戻を考慮しない場合) 

②(埋戻を考慮する場合) 
   平面図 L２ 

②(埋戻を考慮する場合) 

h
 

L 

③(埋戻を考慮しない場合) ③(埋戻を考慮しない場合) 
   平面図 

③(埋戻を考慮する場合) 
     平面図 L２ 

③(埋戻を考慮する場合) 

④ ④ 平面図 
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函渠・樋管 

 １．枠組足場を標準とする。 

２．高さ（ｈ）が 2.0ｍ未満の場合は原

則として足場は計上しない。 

３．足場工面積（掛㎡） 

① 

枠組＝h１×Ｌ＋（Ｌ＋2×ｂ＋4.4） 

×h２ 

② 

枠組＝2×(Ｌ＋2×b１－b２－4.4） 

×ｈ 

 

 

樋門 

 １．枠組足場を標準とする。 

２．高さ（ｈ）が 2.0ｍ未満の場合は原

則として足場は計上しない。 

３．足場工面積（掛㎡） 

① 

枠組＝｛2×(ｂ＋Ｌ）＋8.8｝× 

h１－（h１－h２）×(Ｌ＋1.0） 
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② 平面図 

 

0.5 

 

1.2 

 
0.5 

 

1.2 

 

L 

 

① 

枠組足場 

h ２
 

 

h １
 

 

b 

 

h １
 

 



－187－ 

9.6 支保工 

 

1  適 用 

一般土木工事の構造物施工の支保工に適用する。ただし、5章 5.4.1 場所打擁壁工（1）、6章 6.1.1 

函渠工（1）、17章 17.1.1 橋台・橋脚工（1）には適用しない。 

2  数量算出項目 

支保の空体積を区分ごとに算出する。 

3  区 分 

区分は、構造物、工法、支保耐力、設置高とする。 

（1） 数量算出項目及び区分一覧表 

区分 

項目 
構造物 工 法 

支保 

耐力 
設置高 単 位 数 量 備  考 

支 保 ○ ○ ○ ○ 空㎥   

 

（2） 構造物区分 

構造物ごとに区分して算出する。 

（3） 工法区分 

工法による区分は、下記工法選定フローによる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注） 支保耐力 80kN／㎡を超える場合または最大設置高さが 30ｍを超える場合は、別途工法等を検討するものと 

する。 

ス タ ー ト 

平均設置高 

Ｈ＜4ｍ 

支保耐力 

ｆ≦60kN／㎡ 

支保耐力 
ｆ≦80kN／㎡ 
かつ最大設置高 

Ｈ≦30ｍ 

く さ び 結 合 支 保 パイプサポート支保 別 途 検 討 

No 

No 

No 

Yes 

Yes 

Yes 
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（4） 支保耐力及び設置高区分 

支保耐力及び設置高による区分は、下表のとおりとする。 

1） パイプサポート支保工 

平均設置高(ｍ) 支保耐力 
ｺﾝｸﾘｰﾄ厚(㎝) 

（参考） 

Ｈ＜4.0ｍ 

40kN／㎡以下 ｔ≦120 ㎝ 

40kN／㎡を超え 

60kN／㎡以下 
120 ㎝＜ｔ≦190 ㎝ 

注）1. 平均設置高による区分は、全数量について対象とする。 

  2. 張出部等で断面が変化する場合のｺﾝｸﾘｰﾄ厚は平均とする。（支保工概念図参照） 

 

2） パイプサポート支保工（小規模） 

平均設置高(ｍ) 支保耐力 
ｺﾝｸﾘｰﾄ厚(㎝) 

（参考） 

Ｈ＜4.0ｍ 40kN／㎡以下 ｔ≦120 ㎝ 

注） 総設置数量 40空㎡以下とする。 

 

3） くさび結合支保工 

施工基面からの 

最大高さ（ｍ） 
支保耐力 

ｺﾝｸﾘｰﾄ厚(㎝) 

（参考） 

ｈ≦30 

40kN／㎡以下 ｔ≦120 ㎝ 

40kN／㎡を超え 

80kN／㎡以下 
120 ㎝＜ｔ≦250 ㎝ 

ｈ＞30 

40kN／㎡以下 ｔ≦120cm 

40kN／㎡を超え 

80kN／㎡以下 
120cm＜ｔ≦250cm 

注） 張出部等で断面が変化する場合のコンクリート厚は平均とする。（支保工概念図参照） 
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4  数量算出方法 

数量の算出は、「1章 基本事項」によるほか次の方法によるものとする。 

（1） 空体積の算出例 

支保の空体積の算出は、次のとおりとする。なお、現場条件、構造物の構造及び施工方法等でこ

れによりがたい場合は、別途算出するものとする。 

函渠・橋脚等 

  

 

 

 

 

 

支保工の体積（空㎥）: 

      左に示す内空断面 

 

（2） 支保工概念図（参考例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 支保耐力決定のためのコンクリート厚（ｔ）は、次式により算出する。 

  ｔ＝（ｔ1＋ｔ2）÷2 

 

◎ 支保工の空体積（空㎥）は、次式により算出する。 

  Ｖ＝（ｈ1＋ｈ2）÷2×Ｌ×Ｗ  

ﾀﾃﾊﾞﾀ ﾖｺﾊﾞﾀ 幕板 

W 

h２ 

t２ 

h１ 

t１ 

L 

一部型枠 
サポート 
及び枠組 
支保と解釈
する。 

型枠受台(15cm×15cm) 

 

基礎受台(15cm×15cm) 

松角材 

支保工対象数量は、完成内空断面とする。 

松角材 

 ① 

②（埋戻を考慮しない場合） ②（埋戻を考慮する場合） 

③（埋戻を考慮しない場合） ③（埋戻を考慮する場合） 
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9.7 仮囲い設置撤去工 

 

9.7.1 仮囲い設置撤去工 

 

1  適 用 

建設工事現場における仮囲いの設置及び撤去に適用する。 

2  数量算出項目 

仮囲いの延長を算出する。 

3  区 分 

区分は、高さ、基礎形式とする。 

（1） 数量算出項目及び区分一覧表 

項 目 高 さ 基礎形式 単位 数 量 備 考 

仮囲い ○ ○ ｍ   

高さ 3ｍ、基礎形式は単管による土中打込みを標準とする。これによらない場合は、使用する材

料ごとに規格、数量を算出する。 

 

4  数量算出方法 

数量の算出は、「1章 基本事項」によるものとする。 

 

5  参考図（仮囲い概念図） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仮囲鉄板 

横地(丸パイプ) 

クランプ 

控え(丸パイプ) 

根がらみ(丸パイプ) 

縦地(丸パイプ) 捨てパイプ(丸パイプ) 
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9.7.2 防寒仮囲い工 

1  適 用 

冬期における土木構造物の施工において、平均設置高 15ｍ以下の「防寒仮囲い」の設置及び撤去に

適用する。 

1－1 適用できる範囲 

（1） 屋根梁、屋根受け梁部材として、単管パイプ・既製ビーム・Ｉ形鋼・Ｈ形鋼等の仮設材を使用す

る場合 

1－2 適用できない範囲 

（1） 防寒仮囲いの屋根部材にパネル式のシステム上屋を使用する場合 

（2） Ｐタイプで設置高 4ｍを超える場合、及び小型構造物の場合 

2  数量算出項目 

防寒仮囲いの面積を区分毎に算出し、特殊養生は対象とするコンクリート体積を算出する。 

3  区 分 

区分は、防寒仮囲いの構造形式とする。 

（1） 数量算出項目及び区分一覧表 

区分 

項目 
構造形式 単位 数 量 備 考 

防寒仮囲い ○ ㎡   

（2） 構造形式区分 

次のとおり，構造形式ごとに区分して算出する。 

① Ｐタイプ 

② Ｗタイプ 

③ ＰＷタイプ 

※ さらに、「②Ｗタイプ、③ＰＷタイプ」については、枠組足場と枠組足場以外で数量を区分

すること。 

（3） 防寒仮囲いタイプの選定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ス タ ー ト 

施工基面は 

概ね水平か 

施工基面か 
らの構造物高さ 

ｈ＞1.6ｍ 

Ｐ タ イ プ Ｗ タ イ プ Ｐ Ｗ タ イ プ 

No 

No 

No 

Yes 

Yes 

ブロック張 
or 

ブロック積 

谷側の 
仮囲い高さ 
Ｈ１≦3.4ｍ 

Yes 
ブロック張 

ブロック積 
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注） Ｈ１＝ｈ＋1.8－（Ｂ１÷2）×10％（ｍ） 

    若しくは、Ｈ１＝ｈ１＋1.8－（ｂ＋0.5＋1.2）×10％（ｍ） 

     ｂ：構造物幅（奥行き）       ｈ：構造物高さ      ｈ１：谷側での構造物高さ 

     Ｂ１：仮囲い幅（奥行き） Ｈ１：谷側での仮囲いの高さ 

 囲枠部材 屋根梁・屋根受け梁部等 

Ｐタイプ パイプサポート＋シート 単管パイプ・既製ビーム・Ｉ形鋼・Ｈ形鋼等 

Ｗタイプ 手摺先行専用型枠組足場＋シート 単管パイプ・既製ビーム・Ｉ形鋼・Ｈ形鋼等 

ＰＷタイプ 
手摺先行専用型枠組足場 

＋パイプサポート＋シート 
単管パイプ・既製ビーム・Ｈ形鋼等 

4  数量算出方法 

数量の算出は、「1章 基本事項」によるほか次の方法によるものとする。 

※防寒仮囲いの数量算出方法は、下記を標準とする。なお、数量算出の仮囲い面積とは、壁面及び 

屋根部の計 5面の外面積を対象とする。 

（1） Ｐタイプ（標準タイプ）  

Ｓ＝Ｌ×（Ｈ１＋Ｈ２＋Ｂ２）＋Ｂ１×（Ｈ１＋Ｈ２）（㎡） 

Ｓ ：仮囲い面積（㎡） 

ｂ ：対象構造物の幅（ｍ） 

ℓ  ：対象構造物の長さ（ｍ） 

ｈ ：対象構造物の高さ（ｍ） 

Ｂ１：仮囲いの底面の幅（ｍ） 

   Ｂ１＝ｂ＋0.8×2 

Ｂ２：仮囲いの屋根の幅（ｍ） 

   Ｂ２＝
２

１

２

１
0.1）＋（ＢＢ ×  

Ｌ ：仮囲いの長さ（ｍ） 

   Ｌ＝ℓ＋0.8×2 

Ｈ１：仮囲いの低い方の側面の高さ（ｍ） 

   Ｈ１＝ｈ＋1.8－（Ｂ１÷2）×0.1 

Ｈ２：仮囲いの高い方の側面の高さ（ｍ） 

   Ｈ２＝ｈ＋1.8＋（Ｂ１÷2）×0.1 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ２ 

10% 

Ｈ
１
 

Ｈ
２
 

ｈ
 

1
.
8 
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（2） Ｐタイプ(ブロック張タイプ） 

Ｓ＝Ｌ×（Ｈ１＋Ｈ２＋Ｂ２）＋（ｂ＋0.8×2）×（Ｈ１＋Ｈ２＋ｈ３） 

  －ｈ３×（ｂ－ｂ１＋ｂ２＋0.8×2） （㎡） 

Ｓ ：仮囲い面積（㎡） 

ｂ ：対象構造物の幅（ｍ） 

ℓ  ：対象構造物の長さ（ｍ） 

ｈ ：対象構造物の高さ（ｍ） 

ｈ１：対象構造物の谷側での高さ（ｍ） 

ｈ２：対象構造物の山側での高さ（ｍ） 

Ｂ１：仮囲いの底面の幅（ｍ） 

   Ｂ１＝ｂ＋0.8×2 

Ｂ２：仮囲いの屋根の幅（ｍ） 

Ｌ ：仮囲いの長さ（ｍ） 

   Ｌ＝ℓ＋0.8×2 

Ｈ１：仮囲いの谷側の側面の高さ（ｍ） 

Ｈ２：仮囲いの山側の側面の高さ（ｍ） 

 

（3） Ｗタイプ 

Ｓ１＝｛2×（ｂ＋ℓ）＋0.5×8＋1.2×4｝×ｈ （㎡）  

Ｓ２＝Ｌ×（Ｈ１＋Ｈ２＋Ｂ２－ｈ×2）＋Ｂ１×（Ｈ１＋Ｈ２－ｈ×2） （㎡） 

Ｓ１：枠組足場面積（㎡）  

Ｓ２：枠組足場以外の面積（㎡） 

ｂ ：対象構造物の幅（ｍ） 

ℓ  ：対象構造物の長さ（ｍ） 

ｈ ：対象構造物の高さ（ｍ） 

Ｂ１：仮囲いの底面の幅（ｍ） 

    Ｂ１＝ｂ＋0.5×2＋1.2×2 

Ｂ２：仮囲いの屋根の幅（ｍ） 

   Ｂ２＝
２

１

２

１
0.1）＋（ＢＢ ×  

Ｌ ：仮囲いの長さ（ｍ） 

   Ｌ＝ℓ＋0.5×2＋1.2×2 

Ｈ１：仮囲いの低い方の側面の高さ（ｍ） 

   Ｈ１＝ｈ＋1.8－（Ｂ１÷2）×0.1 

Ｈ２：仮囲いの高い方の側面の高さ（ｍ） 

   Ｈ２＝ｈ＋1.8＋（Ｂ２÷2）×0.1 

 

 

 

 

（平  面  図） 
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（4） ＰＷタイプ 

Ｓ１＝（ℓ＋0.8×2）×ｈ１ （㎡）  

Ｓ２＝Ｌ×（Ｈ１＋Ｈ２＋Ｂ２－ｈ１）＋Ｂ１×（Ｈ１＋Ｈ２－ｈ１－ｈ２） 

   ＋（ｂ＋0.8＋0.5）×ｈ２×2＋（ｂ＋0.5×2）×（ｈ１－ｈ２） （㎡） 

Ｓ１：枠組足場面積（㎡）  

Ｓ２：枠組足場以外の面積（㎡） 

ｂ ：対象構造物の幅（ｍ） 

ℓ  ：対象構造物の長さ（ｍ） 

ｈ１：対象構造物の谷側での高さ（ｍ）  

ｈ２：対象構造物の山側での高さ（ｍ） 

Ｂ１：仮囲いの底面の幅（ｍ） 

   Ｂ１＝ｂ＋0.5＋0.8＋1.2 

Ｂ２：仮囲いの屋根の幅（ｍ） 

   Ｂ２＝
２

１

２

１
0.1）＋（ＢＢ ×  

Ｌ ：仮囲いの長さ（ｍ） 

   Ｌ＝ℓ＋0.8×2 

Ｈ１：仮囲いの低い方の側面の高さ（ｍ） 

   Ｈ１＝ｈ１＋1.8－（ｂ＋0.5＋1.2）×0.1 

Ｈ２：仮囲いの高い方の側面の高さ（ｍ） 

   Ｈ２＝ｈ２＋1.8＋0.8×0.1 
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9.7.3 防寒仮囲い数量算出例 

 

1  橋 脚 

        １回目打設（フーチング）                           ２回目打設（躯体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（1） 仮囲い面積 

１回目打設（フーチング）Ｐタイプ（ｈ≦1.6ｍ） 

Ｓ ＝Ｌ×Ｂ２ 

  ＝（ℓ＋２）×（ｂ＋２） 

２回目打設（躯体）Ｗタイプ 

Ｓ１＝{２×（ｂ＋ℓ）＋0.5×８＋1.2×４}×ｈ 

  ＝（２ｂ＋２ℓ＋8.8）×ｈ 

Ｓ２＝Ｌ×（Ｈ１＋Ｈ２＋Ｂ２－ｈ×２）＋Ｂ１×（Ｈ１＋Ｈ２－ｈ×２） 

  ＝（ℓ＋3.4）×{1.8×２＋（3.4＋ｂ）×1.005}＋（3.4＋ｂ）×（1.8×２） 

  ＝（ℓ＋3.4）×（７＋ｂ）＋12.2＋3.6ｂ 

Ｂ1 

ｂ 1.0 1.0 

Ｂ2 

10% 

ｈ
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2  逆Ｔ式擁壁 

    １回目打設（フーチング）                        ２回目打設（躯体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（1） 仮囲い面積 

１回目打設（フーチング）Ｐタイプ（ｈ≦1.6ｍ） 

Ｓ ＝Ｌ×Ｂ２ 

  ＝（ℓ＋２）×（ｂ＋２） 

２回目打設（躯体）Ｗタイプ 

Ｓ１＝{２×（ｂ＋ℓ）＋0.5×８＋1.2×４}×ｈ 

  ＝（２ｂ＋２ℓ＋8.8）×ｈ 

Ｓ２＝Ｌ×（Ｈ１＋Ｈ２＋Ｂ２－ｈ×２）＋Ｂ１×（Ｈ１＋Ｈ２－ｈ×２） 

  ＝（ℓ＋3.4）×{1.8×２＋（3.4＋ｂ）×1.005}＋（3.4＋ｂ）×（1.8×２） 

  ＝（ℓ＋3.4）×（７＋ｂ）＋12.2＋3.6ｂ 

 

Ｂ2 

10% 
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Ｈ
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Ｈ
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0.5 0.5 

ｂ 

Ｂ1 

枠組足場以外(Ｓ2) 

枠 組 足 場 (Ｓ1) 

1.0 ｂ 

Ｂ1 

1.0 

10% 

Ｂ2 

ｈ
 

1
.
8 



－197－ 

3  重力式擁壁 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（1） 仮囲い面積  Ｗタイプ（ｈ＞1.6ｍ） 

Ｓ１＝{２×（ｂ＋ℓ）＋0.5×８＋1.2×４}×ｈ 

  ＝（２ｂ＋２ℓ＋8.8）×ｈ 

Ｓ２＝Ｌ×（Ｈ１＋Ｈ２＋Ｂ２－ｈ×２）＋Ｂ１×（Ｈ１＋Ｈ２－ｈ×２） 

  ＝（ℓ＋3.4）×{1.8×２＋（3.4＋ｂ）×1.005}＋（3.4＋ｂ）×（1.8×２） 

  ＝（ℓ＋3.4）×（７＋ｂ）＋12.2＋3.6ｂ 

 

 

0.5 0.5 
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4  ボックスカルバート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（1） 仮囲い面積  Ｗタイプ（ｈ＞1.6ｍ） 

Ｓ１＝{２×（ｂ＋ℓ）＋0.5×８＋1.2×４}×ｈ 

  ＝（２ｂ＋２ℓ＋8.8）×ｈ 

Ｓ２＝Ｌ×（Ｈ１＋Ｈ２＋Ｂ２－ｈ×２）＋Ｂ１×（Ｈ１＋Ｈ２－ｈ×２） 

  ＝（ℓ＋3.4）×{1.8×２＋（3.4＋ｂ）×1.005}＋（3.4＋ｂ）×（1.8×２） 

  ＝（ℓ＋3.4）×（７＋ｂ）＋12.2＋3.6ｂ 

 

 

枠組足場以外(Ｓ2) 
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5  橋梁（床版）工 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（1） 仮囲い面積 

上面部（Ｐタイプ） 

 Ｓ＝ℓ×（Ｈ１＋Ｈ２＋Ｂ２）＋Ｂ１×（Ｈ１＋Ｈ２）×1/2×２ 

  ＝ℓ×{1.8＋1.8＋（1.0＋ｂ）}＋{（1.0＋ｂ）×1.8×２} 

  ＝ℓ×（4.6＋ｂ）＋3.6ｂ＋3.6 

下面部（シート囲い） 

 Ｓ＝ℓ






 +×++× ｂ２0.5）0.6Ｈ（ ２２

３           

 

※ 下面部（シート囲い）はシートのみを計上し、囲枠は橋梁足場を兼用するため計上しない。 

※ 側部余裕幅（0.5ｍ）及び桁下余裕高（0.6ｍ）は、一般的な値であるので、足場形状に合わせ

て変更すること。 
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6  積ブロック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（1） 仮囲い面積  ＰＷタイプ 

枠組足場部 

 Ｓ1＝（ℓ＋0.8×2）×ｈ1（㎡） 

枠組足場以外 

 Ｓ2＝Ｌ×（Ｈ1＋Ｈ2＋Ｂ2－ｈ1）＋Ｂ1×（Ｈ1＋Ｈ2－ｈ1－ｈ2） 

 ＋（ｂ＋0.8＋0.5）×ｈ2×2＋（ｂ＋0.5×2）×（ｈ1－ｈ2） （㎡） 

 

 

ｂ 

Ｈ
１
 

1.2 

ｈ
１
 

1
:
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10％ 

Ｂ２ 

1
.
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7  積ブロック（両岸施工） 

川幅が狭く両岸を一度に囲って養生をすることが適当な場合。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（1） 仮囲い面積  Ｐタイプ 

Ｓ＝（ℓ＋1.6）×（Ｈ１＋Ｈ２＋Ｂ２）＋Ｂ２×（Ｈ１＋Ｈ２）＋ｈ×（Ｂ１＋Ｂ’１） 

 ＝（ℓ＋1.6）×（1.8＋Ｈ２＋Ｂ２）＋Ｂ２×（1.8＋Ｈ２）＋ｈ×（Ｂ１＋Ｂ’１） 

10% 

Ｂ2 

Ｂ1 

Ｂ1’ 

ｈ
 

1
.
8 Ｈ
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掘削線 
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8  異形ブロック 

異形ブロック（Ｈ＞1.6）Ｗタイプ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記号凡例 

Ａ ：ブロック打設時縦幅（カタログより） 

Ｂ ：ブロック打設時横幅（カタログより） 

Ｈ ：ブロック打設時高さ（カタログより） 

ｂ1：余裕幅（下表より） 

◎仮囲い面積 

Ｗタイプ（枠組足場部） 

 Ｓ1＝{（Ｌ－1.2）×2＋（Ｗ1－1.2）×2}×Ｈ 

Ｗタイプ（枠組足場部以外） 

 Ｓ2＝（Ｈ1＋Ｈ2－Ｈ×2＋Ｗ2）×Ｌ＋Ｗ1×（Ｈ1＋Ｈ2－Ｈ×2）＋Ｗ2×Ｌ×(打設回数－１) 

仮囲い面積は型枠借用数分とする。屋根部分の掛け外しを打設回数分計上することを標準とす

るが、過年度実績や現場条件等によりこれによりがたい場合は、別途考慮する。 

 ブロック実質量別余裕幅 

実質量 

（ｔ） 
4.600ｔ未満 

 4.600ｔ以上 

15.990ｔ未満 

15.990ｔ以上 

80.790ｔ未満 

余裕幅（ｂ1） 0.6ｍ 0.9ｍ 1.2ｍ 

1.20 

0.50 

Ｂ ｂ1 Ｂ 1.20 

0.50 

Ｈ
1 

Ｈ
 

Ｈ
2 

Ｗ2 

Ｗ1 

1
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枠組足場部(S1) 
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異形ブロック（Ｈ≦1.6）Ｐタイプ 

 

    正面図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記号凡例 

Ａ ：ブロック打設時縦幅（カタログより） 

Ｂ ：ブロック打設時横幅（カタログより） 

Ｈ ：ブロック打設時高さ（カタログより） 

ｂ1：余裕幅（下表より） 

◎仮囲い面積 Ｐタイプ 

 Ｓ＝（Ｈ1＋Ｈ2＋Ｗ2）×Ｌ＋Ｗ1×（Ｈ1＋Ｈ2）＋Ｗ２×Ｌ×（打設回数－１） 

仮囲い面積は型枠借用数分とする。屋根部分の掛け外しを打設回数分計上することを標準とす

るが、過年度実績や現場条件等によりこれによりがたい場合は、別途考慮する。 

 ブロック実質量別余裕幅 

実質量 

（ｔ） 
4.600ｔ未満 

4.600ｔ以上 

15.990ｔ未満 

15.990ｔ以上 

80.790ｔ未満 

余裕幅 

（ｂ1） 
0.6ｍ 0.9ｍ 1.2ｍ 

 

0.80 Ａ ｂ1 Ａ ｂ1 0.80 Ａ ｂ1 Ａ 
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9.8 防寒養生工 

 

1  適 用 

冬期における土木構造物の施工において、平均設置高 15ｍ以下の防寒仮囲いを設置する工事に適用

する。 

2  数量算出項目 

対象となるコンクリート体積を区分ごとに算出する。 

3  区 分 

区分は、構造物とする。 

（1） 数量算出項目及び区分一覧表 

区分 

項目 
構造物 単位 数 量 備 考 

コンクリート ○ ㎥   

注）1. 防寒養生（仮囲い内ジェットヒータ養生）を計上するときは、一般養生及び特殊養生（練炭、ジェットヒー

タ）は計上しないこと。 

  2. 養生のための囲い、足場は別途計上する。 

 

（2） 構造物区分 

構造物区分は次のとおりとする。 

構造物区分 

無筋構造物 

鉄筋構造物 

ブロック積（張） 

小型構造物 

 

4  数量算出方法 

数量の算出は「1章 基本事項」によるものとする。 
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9.9 敷鉄板設置撤去工 

 

1  適 用 

工事用道路工事等において、軟弱地盤等により工事用車両の通行に支障がある場合の敷鉄板設置・

撤去作業に適用する。 

2  数量算出項目 

敷鉄板の面積、枚数を区分ごとに算出する。 

3  区 分 

区分は、施工区分、供用日数、使用回数とする。 

（1） 数量算出項目及び区分一覧表 

区分 

項目 
施工区分 供用日数 使用回数 単位 数 量 備 考 

敷鉄板 ○ ○ ○ ㎡   

（2） 施工区分 

施工区分は、以下のとおりとする。 

施工区分 

設置～撤去 

設置 

撤去のみ 

（3） 供用日数 

供用日数毎に区分して算出する。 

（4） 使用回数 

使用回数毎に区分して算出する。 

 

4  数量算出方法 

数量の算出は「1章 基本事項」によるほか、次のとおりとする。 

なお、敷鉄板については、現場条件、工程等から経済的な施工計画を十分検討し、敷鉄板の数量算

出を行うものとする。 

① 敷鉄板計上面積は次式により算出する。 

 面積（Ａ）＝Ｂ×Ｌ 

 
Ｌ 

Ｌ 

Ｂ 

Ｂ 

[仮設道路の場合] [仮設ヤードの場合] 
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② 敷鉄板の規格は次図を参考とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注） 敷鉄板規格を示しているが、数量算出時、規格別に算出する必要はない。 

 

③ 敷鉄板の数量計算例 

数回使用する場合の数量算定例を次に示す。 

例① 1,200㎡の施工に当り、400㎡を 3回使用する場合 

・ 計上数量 1,200㎡ 

・ 供用日数 90 日 

・ 使用回数 3回 

使用 （1）   (2)   （3） 

 

 

 

 

 

例② 1,300㎡の施工に当り、最後の使用に端数がでる場合 

・ 計上数量 (a) 900㎡、（b）400㎡ 

・ 供用日数 (a) 90日、 (b) 120日 

・ 使用回数 (a)  3回、 (b) 4回 

使用 （1）   (2)   （3）   （4） 

 

 

 

 

 

 

400 400 400 

30日 30日 30日 

400 

搬入搬出数量

300 300 300 

100 100 100 100 

30日 30日 30日 30日 

搬入数量    搬出数量 

(a) 

(b) 

400 ㎡ 300 ㎡ 

100 ㎡  400 ㎡ 

6,096 

1,524 

1,524 

3,048 
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9.10 釜場設置撤去工 

 

1  適 用 

ポンプ排水工（釜場排水工法）における釜場設置、撤去を行う場合に適用する。    

2  数量算出項目 

釜場設置撤去の数量を区分ごとに算出する。 

3  区 分 

（1） 数量算出項目及び区分一覧表 

区 分 

項 目 
単 位 数 量 備 考 

釜場掘削・設置 箇所   

釜場撤去・埋戻 箇所   

 

4  数量算出方法 

数量の算出は、「1章 基本事項」によるものとする。 
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9.11 たて込み簡易土留工 

 

1  適 用 

たて込み簡易土留の掘削、設置・撤去する場合に適用する。 

2  数量算出項目 

たて込み簡易土留の延長を区分ごとに算出する。 

3  区 分 

区分は、作業条件とする。 

（1） 数量算出項目及び区分一覧表 

区 分 

項 目 
作業条件 単 位 数 量 備 考 

たて込み簡易土留 ○ ｍ   

 

（2） 作業条件区分 

掘削深、掘削幅の区分は次のとおりとする。 

掘削幅 最大掘削深 

0.90ｍ以上 1.10ｍ未満 3ｍまで 

1.10ｍ以上 1.35ｍ未満 4ｍまで 

1.35ｍ以上 4.70ｍ以下 6ｍまで 

 

4  数量算出方法 

数量の算出は、「1章 基本事項」によるほか、「2章 土工」による。 

なお、標準歩掛には「掘削」が含まれているため、土工計算時は本体土工から削除する。 
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9.12 仮設材賃料（損料）について 

 

1  適 用 

賃料（損料）を積み上げにより積算する場合の数量算定に適用する。 

2  数量算出項目 

区分条件ごとに算出する。 

3  区 分 

区分は、供用日数及び使用回数とする。 

（1） 数量算出項目及び区分一覧表 

区 分 

項 目 

施工

箇所 
規格 

作業注）1 

区分 

供用 

日数 

使用 

回数 
単 位 数量 備 考 

鋼矢板 ○ ○ ○ ○ ○ t  賃料 

Ｈ形鋼 ○ ○ ○ ○ ○ t  賃料 

覆工板 ○ ○ ○ ○ ○ ㎡  賃料 

敷鉄板 ○ ○ ○ ○ ○ ㎡  賃料 

たて込み簡易土留 ○ ○ ○ ○ ○ ㎡  賃料 

鋼製型枠 ○ ○ ○注）2 ○ ○ 各単位  賃料・損料 

鋼製足場材 ○ ○ ○注）2 ○ ○ 各単位  賃料・損料 

異形ブロック型枠 ○ ○ × ○ ○ ㎡  賃料・損料 

注）1. 上表の作業区分は賃料の場合の 1 現場当り修理費及び損耗費または整備費の作業区分である。 

  2. 市場に賃料実態がある場合には賃料計上を基本とする。賃料計上の場合のみ区分する。 

 

（2） 施工箇所区分 

施工箇所（ブロック）ごとに算出する。 

（3） 規格区分 

仮設材の材質、型式、寸法等ごとに算出する。 

（4） 作業区分（賃料の場合） 

【鋼矢板・Ｈ形鋼】 

作業区分ごと（補助工法の有無）に算出する。 

(注)補助工法とは、ウォータージェットまたはアースオーガ併用工法、硬質地盤専用工法、 

  プレボーリング工法等をいう。 

【覆工板・敷鉄板】 

作業区分ごと（あり）に算出する。 

1現場当り修理費等、計上の有無・・・・・・あり（標準） 

（注）特別な理由がある場合を除き「あり」を選択する。 

【たて込み簡易土留】 

作業区分ごと（掘削幅３ｍ未満・掘削幅３ｍ以上）に算出する。 

1現場当り修理費等、掘削幅条件・・・・・・３ｍ未満 

1現場当り修理費等、掘削幅条件・・・・・・３ｍ以上 
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【鋼製型枠・鋼製足場材】 

作業区分ごと（あり）に算出する。 

1現場当り修理費等、計上の有無・・・・・・あり（標準） 

（注）特別な理由がある場合を除き「あり」を選択する。 

（5） 供用日数 

   供用日数ごとに区分する。 

（6） 使用回数 

  使用回数ごとに区分する。 

 

4  数量算出方法 

数量の算出は、「1章 基本事項」によるほか、次のとおりとする。 

① 仮設材（鋼矢板、Ｈ形鋼等）の数量計上例 

大型仮設材については、現場条件、工程等から経済的な施工計画を十分検討し、仮設材の数量算

定を行うものとする。 

流用を行う場合の数量算定例を次に示す。 

例① 1,200tonの施工に当り、400tonを 3回使用する場合 

・ 計上数量 1,200ton 

・ 供用日数 90 日 

・ 使用回数 3回  （＝転用回数 2回） 

使用 （1）   (2)   （3） 

 

 

 

 

 

例② 1,300tonの施工に当り、最後の使用に端数がでる場合 

・ 計上数量 (a) 900ton、（b）400ton 

・ 供用日数 (a) 90日、 （b）120日 

・ 使用回数 (a) 3回 （＝転用回数 2回） 

       (b) 4回 （＝転用回数 3回） 

使用 （1）   (2)   （3）   （4） 

 

 

 

 

 

 

 

 

400 400 400 

30日 30日 30日 

400 

搬入搬出数量

300 300 300 

100 100 100 100 

30日 30日 30日 30日 

搬入数量    搬出数量 

(a) 

(b) 

400ｔ 300ｔ 

100ｔ  400ｔ 
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9.13 砂利道補修 

 

1  適 用 

一般工事で工事期間中に工事車両の通行で使用する全幅 2.5ｍ以上 6.0ｍ以下の既設道路（ｱｽﾌｧﾙﾄ、

ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装道を除く）及び仮設道路を砕石等により補修する場合に適用する。 

2  数量算出項目 

砂利道補修の面積を区分ごとに算出する。 

3  区 分 

区分は、材料とする。 

（1） 数量算出項目及び区分一覧表 

区 分 

項 目 
材料区分 単 位 数 量 備 考 

砂利道補修 ○ ㎡   

 

（2） 材料区分 

材料区分は次のとおりとする。 

材料区分 

切込砂利 40mm 級 

切込砕石 40mm 級 

再生骨材 40mm 級 

 

4  数量算出方法 

数量の算出は、次式により算定する。 

 一路線当り補足材料の設計数量（㎥）＝表 4-1（㎥／100 ㎡）×施工面積（㎡）／100 … 式 4-1 

表 4-1 補足材料の設計数量 

名称 単位 数量 

補足材料 ㎥ 2.4 
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9.14 立坑工 

9.14.1  ライナープレート掘削土留 

 

1  適 用 

推進工法及びシールド工法の立坑において、ライナープレートを設置し、掘削、土留等を行う場合

に適用する。 

2  数量算出項目 

ライナープレート掘削土留設置高を区分ごとに算出する。 

3  区 分 

区分は、ライナー形状、径、土質とする。 

（1） 数量算出項目及び区分一覧表 

区 分 

項 目 
ﾗｲﾅｰ形状 径 土質 単位 数量 備考 

ﾗｲﾅｰﾌﾟﾚｰﾄ掘削土留 ○ ○ ○ ｍ   

グラウト工 ○ ○ × ㎥   

注）１．グラウト工は必要に応じて計上する。 

 

（2） 掘削機種区分 

ﾗｲﾅｰﾌﾟﾚｰﾄ形状 円形 円形 小判形 

ﾗｲﾅｰﾌﾟﾚｰﾄ径 径 1,900mm 以下 径 2,000～5,900 ㎜ 短径 2,000～5,000 ㎜ 

掘削方法 人力 機械 

最大掘削深 6.0ｍまで 12.0ｍまで 

  注）１．小判形のライナープレートの径は短径とする。 

 

（3） 土質区分 

   土質ごとに区分して算出する。 

① 砂質土及び粘性土 

② 礫質土 
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9.14.2  ライナープレート埋戻 

 

1  適 用 

本資料は、推進工法等の立杭において、ライナープレート式土留の埋戻を行う場合に適用する。 

なお、撤去方法は土留材（ﾗｲﾅｰﾌﾟﾚｰﾄ）をスクラップする場合と再利用する場合の両方法に適用する。 

2  数量算出項目 

ライナープレート取り除き高を区分ごとに算出する。 

3  区 分 

区分は、ライナー形状、径とする。 

（1） 数量算出項目及び区分一覧表 

区 分 

項 目 
ﾗｲﾅｰ形状 径 単位 数量 備考 

人力投入埋戻 × × ㎥   

機械投入埋戻 × × ㎥   

ライナープレート撤去 ○ ○ ｍ   

（2） ライナープレート形状及び径区分 

   ライナープレート形状及び径区分は下記の表とする。 

ﾗｲﾅｰﾌﾟﾚｰﾄ形状 円  形 小判形 

ﾗｲﾅｰﾌﾟﾚｰﾄ径 径 1,400mm 以下 
径 1,500～

3,000 ㎜ 

径 3,100～

5,900 ㎜ 

短径 2,000～

5,000 ㎜ 

 

 

9.14.3  ライナープレート支保 

 

1  適 用 

推進工法及びシールド工法の立坑において、ライナープレートを設置した場合、ライナープレート

支保の設置・撤去に適用する。支保材は、加工材を標準とし、中間支柱の設置は含まない。 

また、火打ちブロックを使用する場合は別途考慮する。 

2  数量算出項目 

支保工設置・撤去質量を区分ごとに算出する。 

3  区 分 

区分は、規格とする。 

（1） 数量算出項目及び区分一覧表 

区 分 

項 目 
規格 単位 数量 備考 

支保材設置 ○ ｔ   

支保材撤去 ○ ｔ   

（2） 規格区分 

   支保材の規格とする。 
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9.15 覆工板開閉工 

 

1  適 用 

路面覆工で使用される覆工板開閉に適用する。推進立坑は１ヵ所当りの設置面積 50㎡以下、開削覆

工は１箇所当りの設置面積 100㎡以下の場合に適用する。 

2  数量算出項目 

覆工板の面積を区分ごとに算出する。 

3  区 分 

区分は、機械、開面積、閉面積とする。 

数量算出項目及び区分一覧表 

      区分 

項目 
機械 開面積 閉面積 単位 数量 備考 

推進立杭 × 〇 〇 ㎡   

開削覆工 〇 〇 〇 ㎡   

 

（1） 機械区分 

機械区分は次の通りとする。 

機械区分 
クレーン装置付トラック 

バックホウ クローラクレーン機能付 

 

（2） 開面積、閉面積区分 

開け、閉めそれぞれの面積とする。 
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